
協調の原理 と日本語の 「言い換え」表現について

一 ラジオの トーク番組か ら一

伊 東 美智留

【要 旨】

Grice(1975)の 協 調の原理は人間 の発話が行われ る際、話 し手が 自然

に相 手を意識 し、な され た発話 が理解 されや すい ように、発話を展開 し

てい く原理 を示 した ものだが、特 に、 日本語 の 「言い換 え」の表現に着

目し、実際 に どの ような形態 を取 り、展開 され てい くのかについて考察

した。

【キーワー ド】言 い換 え、協 調の原理、 トー ク番組

1.は じめに

人が自然な発話をする時、 さまざまな発話行為を行っている。自然な

言語活動には、話 し手も聞き手も無意識のうちに、あるいは、意識的に

お互いの発話行為がより理解され るように、発話を行っているといえよ

う。実際にはどうなのか自然発話のコーパスを分析 し、その点を考察し

ていきたい。

2.本 研究の目的

人間の自然な発話行為には、話し手になった時、無意識におこなって

いる不可避の行動がある。その自然な言語活動の中で、Griceの 協調の原

理を喚起する言語行動がある。非常に興味深かったのは、かつて自然会
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協調の原理 と口本語の 「言い換え」表現について

話の中のポーズの研究をした際に、話 し手は無意識により分か りやす く

話そうとする姿勢を見せ るとい うことであった。瞬間的に行われる発話

の意味内容には、前置き表現や、返答要求、注目表示などの機能を示 し

発話されているが、その発話の中で、「言い換え」、「言い直 し」は、明ら

かに話し予が聞き手に対 して、明示的に行 う 「協調の原理」に基づいて

行われている行為といって も良いのではないか ということである。

3.本 研究のために作成したコーパス

本研究に使用 したコーパスはラジオの トーク番組や通常の放送の中で

繰り広げられるトーク部分を録音し使用 した。録音時間は約50時 間、2010

年8月 ～10月 に放送されたNHKの ラジオ番組の中から、特にトークを

主体 とした番組および、通常の放送の トーク部分を録音 し、それを文字

化 したものである。本研究の対象となる 「言い換え」また、 「言い直 し」

の部分を取 りヒげ分析を試みた。

4.協 調 の原理

4.1協 調 の原理

Grice(1975)は 、 会話者は協調 しなが ら会話 に貢献す るべ きものであ

るという基本原理 を作 り、 その原理の も とに、会話の状況 に応 じて、 「量

の公理(maximofquantit}・)」(会 話の遂 行に過不足 のない量 の情報 を

与え よ)、 「質の公理(maximofquality)」(根 拠 のあ る真実 を話 せ)、

「関連(関 係)性 の公理(maximofrelevance)」(自 分の発話 を関連性

のある もの にせ よ)、 「様態の公理(maximofmanner)」(順 序 、ヱてて

明確 に話せ)の4つ の公 理 を掲 げた。
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4.2「 言 い換 え」 を生 じさせ る要 因

「言い換 え」 は、既述の 「協調の原理」の違反を免れるために、話 し手

が行 う発話行為 であ る。一渡 口か ら出た発話 を、 よ り完 全な ものへ仕 立

てあげ るた めに話 し手 は、聞 き手に対 して、理解 されや すい ように、最

適 な発話 へ と言い換 え る行 為である と言 えよ う。 「riい換 え」 の要因 とし

て考 え られ る ものは、談話の文脈 に よ り、いつ くか の種類 に分かれ、い

ずれに して も、協調 的 なや りとりのために、 「量の公理」や 「質の公理」

な どの公理 を順守 す るこ とを意識 し、話 し手は 「rい 換 え」 とい う発話

行 為を行 って い るとい うこ とがで きる。

5.分 析 と結果

5.1「 意 識的言 い換 え」 と 「文脈即 応の言 い換 え」

「言い換 え」 に関 して分析 を行 う と、 「言 い換 え」 が大 き く 二つに分け

られ、話 し手自身が意識的 に、 自身の発話内 だけで 「riい換 え」を行 う

場 合 と、 聞 き手 との談 話の 中で 、その話 の流れの 中で行 う 「言い換 え」

の二種 に大別 で きるので はないか と考 えた。前者 を 「意識的言い換 え」、

後 者を 「文脈即応 の 言い換 え」 と名付 けるこ とに した。

5.1.1.意 識 的言 い換 え

「意識的言 い換 え」 とい うの は、話 し手が 主体的に、 また、意識的 に言

い換 え を行 ってい るといった言 い換 えで ある。 トー ク番組 の中で、談話

の流れ を追 って行 くと、意識 的に話 し手が話 の内容 を聴取 者 に対 して、

分か りやす くす るため に、 ほ とん ど一一人で語 ってい るような場合や ター

ン交替が あ まりな く、 中心 的に話を して いる人が 語ってい る場合 などで

あ る。その 「言い換 え」は、主体的に、意識 的に行 っているものであ る。

「トーク1」 はシ ョパ ンにつ いて、 あるピアニス トが語っている件で ある
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協調の原理 と日本語の 「言い換え」表現について

が、03の 「ダイヤモ ン ドのよ うな」は、04で 「非常 に硬 い」 と言 い換 え、

また、同 じ04の 「非常 に硬 い」 をさらに 「硬度が高 い」 と言 い換 え、 さ

らに、04～05で 「硬 く」、 「これ以上 な くないほ ど純度が高 く」 と表現 し

てい るが、感極 まって 「これ 以1二な くな いほ ど」 と言い間違 えてい る。

正 しくは 「これ以 ヒないほ ど」 であ る。 また、純度 の高 さについて は、

04の 「その要 らないもの は、 一切な くて」を、05の 「純度が高 く」 に言

い換 えてい る。03～05に か けて、硬 さ、純度の高 さに関 して、綾 をなす

ように幾重に も言い換 えを行 ってい る。

[ト ーク1]

(太字:対 象個所、元の部分:、raい 換 え後:)}一 一一 一

01 K: ですか ら、その シ ョパ ンの自身 の核み たいな 部分て い うのが 、 どん な小 さな作品 に も、

02 そいか ら、 ソナ タの ような大曲 に も表れ ていて 、あの う、 まあ私は よ くショパ ンて い うのは、

03 ダ イヤ モン ドの よ うな作 曲家 だなって感 じ るん ですが 、その なぜか とい うと、 その 芯が あの

U4 う非常 に硬 い、硬 度が高 い、そ してその 要 らな い もの は、一・切 な くて 、硬 く、 これ 以Lな く一
05 ないほ ど純度 高 く、あ の う、 こ う輝いて いて、だ けどそれ は、 こう、 わあ～ と迫 るような輝 き

06 じゃな くて、アチっ と、バッチっと輝いていて、で、あの う、ひじ ょうに、だから繊細 であるんだ

07 けれ ども、輝 きも強 いん だけれ ど も、そ の威 圧す る ような輝 きではな い、 そこには 本当 に

08 シ ンプルなんか極 まった 美みた いな ものが あっ て、で それ、が 、や っば りだれ しもが もう納

〔〕9 得 して 丈 しい と思 って しまう で すか らデ コレー シ ョン も、 そこ まで なけれ ば、な に も、

10 その ものず ば りが 、あの う美 しい とい う作 品を 生み出 してい るんだ な とい うふ うに 感 じます
、

11 (吸 う息)で 、その ヲ∫で、例 え ば、 ま、 あの う、 う～、 自然 界の もの で喩 えるな ら、なぜ か

1`L 桜 のイメージ もあるんですね.そ の～ 、う、 これだ け美 しいのに、 こう、ほ、 なんか こうため ら

13 いもなく、は らはらと散 って しまう感 じ、そいか ら、その、花 びらもこって りとこう、 なんで花び

14 らに、 こう薄い、 う～ 、膜の ような忌がついて ろで もな く、透 ける ようなピン ク色で 、透 明で、
一 一 一

15 こう、う～/.し んだけれ ども、 美しいよ りち ょっ となんかや っぱ り、 こうそ こに悲 しい感 じと言

lU いますが、潔 のい い感 じを感 じるってい うん で しょ うか.な んか そ うい う意味 で日 本人が、

17 あの う、シ ョパン とい うもの、作曲家 、作品 を ものす ご く愛す る とい うのは、 どこかに そ うい

18 う、 あの う、 きっ、心の奥底 で、なん か知 って いる ようなって いうか、 普段 に感 じ取 って いる

19 ような、部分が あるのか なあなんて い うことを感 じて しまった りす るん ですけ ど、 ですか らこ
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7〔} の シ ョパ ンの 、曲 を引 く時 てい うのは、 なんか 自分の こ う中途'1在端 な感 じを込 めうん だっ

21 た ら、ほん とに楽譜 に充実 に もうシ ョパンが何 を、楽譜 のiに 込 めた か と、 ほん とうに

)9 楽譜 に書かれ た ことだけ を、あ の う、 もう、忠実 に見 ていって 、自分の 心を そこに、

?3 あの う、なん てい うのか な、同 化させ た方があの う、いいjiiiに な る、のかな って い うことを

24 tえ た りします ですか ら、ほ ん とに その 、If楽 て い うの は、いろん な もう、あの う、その人

25 その ものだ とか 、感情 を出す こ ともた くさんあ るです けども、シ ョパ ンてい うのは、 たくさんの

26 作曲家 の中で 、実 は別の位 置に いて、 なんか こ う、い つで もこ う、 美 しい涼や かな 目を

Jj 持 って、 なんか こう、へ え(笑)、 私達 の演奏 を どこか らか、 シュ ッと、 ちょっ と冷静 に眺 め

28 て た りすん じゃな いかなん て思 って しまい ます.

そ して、次 に輝 きについて も05で 「こ う輝 いていて」が、同 じ05で

「わ あ～ と迫 るよ うな輝 きじゃな くて」、 また、06で 「プチ っ とパチっ と

輝 いていて」、 さらに07で 「その威圧 す るような輝 きではない」 と輝 き

に関 して、色々な表現 を使 って言い換 えてい る。 さらに、08で 述べてい

る 「シ ンプル」 を 「極 まった」 また、09で 「デ コレー シ ョンも、そ こま

で なければ」 とか、10で 「その ものずば り」 な どとい う言い方を してい

る。 そ して、 この作曲家の持 つ透 明感については、14で 「薄 いJ、 「透 け

るよ うな」、 「透明で」 と言い換 えをおこな ってい る。15で 「悲 しい感 じ」

を16で 「潔 のいい感 じ」に。 また、21で 「楽譜 に忠実 に」 を22で 「楽

譜 に書かれ たこ とだけ」、 「忠実 に見てい って」 と、 ピアニス トとしての

シ ョパ ンの曲 に対す る自身の姿勢 を示 して いる。

5.1.2.文 脈 即応 の言 い換 え

対話 の流れの 中で、その場 に応 じ、瞬時 にCJい 換 え、他 の言 葉に置 き

換 えて分か りや す くす る といった発話 行為で ある。 それ は相手 の反応 に

応 じて、相 手の表情 だった り、態度 だった りに応 えるよ うに言葉 を言 い

換 えている場合で ある。つ ぎの[ト ー ク2]は 名 占屋で開 かれ たCOPIO
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協調の原理 と日本語の 「言 い換 え」表現について

に関 してTが インタビューに答 えている場面であるが、06の 「バ ックア ッ

プ」 という言葉を08で 「取 ってお く」、18で 「確保 してい く」 などといっ

た諄葉で 諄い換 えを行 ってい る。 また、08で は 「組 み合わせて」 を 「掛

け合わせ」 といった言葉 に も言い直 しを行 ってい る。 そ して、 さらにそ

の 「バ ックア ップ」が何のバ ックア ップであ るのか とい う、聴取 者に も、

よ り具体 的な内容 が伝 え られ るように、12の 「遺伝資 源の確保」で ある

こ とが確 認 されてい る。15でTは 、聴取者 も日常 よ く耳にす る 「保険の

意味」 とい う表現 を使 い、分 か りやす く語 って い る。 この言 い換 えは、

「意識的 C7い 換 え」 に比べ、 どちらか とい う と、聞 き手の反応、応答 に応

じての言い換 えであ る。

[ト ーク2]

(太字:対 象個所、元の部分:、 占い換え後:)

01 A: そ うですか.こ のい ろんな 多種 多様な生 き物 がい る とい うこ とが損 なわれて い くって い うこと

02 の、怖 さと芹 いますか、 これは どんなふ うに理 解 して いけば いいで すか。

03 /・ ええ、 た とえば 私達 の1E'"に 大 きな影響が あ ります、 普段良 い作物 だそれ だけを 栽培 して

〔〕4 い ます と、急に何 か病気が 流1っ ていた時 、 その作物が いっせ いに な くな って しま う危険性

05 があ ります あ るいは、地球 温暖 化 とい う ものが どん どん進ん でい って しまうその 作物が 、

06 それ まで、 作れて いた場所 では熱 すぎて作 れな くなっ て しまいます。 その よ うな時 にバ ッ ク
ー 一 一 一 一

07 ア ッフとして、 それ まで作 って いなかっ たほか の作物で す とか 、あ るいは似 た ような親戚 の
一 一 噌 一 一

08 種 みたいな ものを取 って お くというこ とによって、 そ うい った もの と組 み合わせ て、掛 け合わ

09 せ に よって 、環 境の変化 に対応 して い くというのがで きる ようにな るんです 逆 にそ ういった

10 バックアッフどん どん とうしな ってい って しま うと、わた したちが 普段 えてい る、 食べ物 です と

11 か薬 とかIIっ た もの がfに 人らな くなって いって しまう危険 性が増 してい るん ですね

12 Al うん、つ まり、 いろんな そ うまあ、遺 伝資源で すね、遺 伝資源 とい うものを確保 してい くって

13 いうのが、な にか変異が起 きた時 には、救って くれ る選 択肢 をいかに救 って くれ るか、 こうい

14 うこ となんで すね.

15
"1'
: 保険の意味もありますね 私達がil宇段 まあ漢方薬や薬 まああります ですので保険の意

]f 味 、今現在 、さ まざまな形で 食品で す とか、 新製品 を開 発する時 の、 アイデ アの元 と して、
～
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さて、 この よ うに 「文脈即応 の言 い換 え」の方が、 どち らか とい うと、

多 いのだが、発話 とい うのは、 ある意味、 口 とい う器官 を通 して、息遣

い も調節 しなが らの発話行 為であ る とい う点 か ら、生理現象的 な面 もあ

るた め、発 話 しよう と思 った瞬間が、呼吸 の瞬 間 と重な って しまったた

めに、息継 ぎが も とで、言い換 え る とい う場 合 もあ る。 「f7い換 え」の形

式の部分で取 り上 げる 「追加」 は、 ほ とん どが この種 の ものであ る。

また、話者 が思 わず言 い換 えをお こな って しま うとい うのが、他 の表

現 、つ ま り、類語 を使 って、言 い換 え る場合 だ。無意識 的に 「協 調の原

理」 を順守す る ように、 あたか も人間は作 られて いるよ うに さえ感 じさ

せ られ る表現で あ る。

5.2「 言 い換え」 の形 式

つ ぎに、 「言 い換 え」 の形式 に関 して考察 を加 える と、最初に発話され

た 「元 の発話」 と 「言 い換 え られた部分」 の関係 か ら、 いつ くかの形が

見 られ る。 ここで は、追加訂正 、類語 を含 む別表現 、具体化、構文的変

更 の以r_の4種 類に分類 した。

5.2.1.追 加 訂 正

「追加訂正」 は
、一音だ けの発話 を して、 言葉を補 うな ど、 すでに述べ

た ように、息継 ぎが伴 う場合や、何 か単語が思 いつ いて、 それに続 けて

文 を構築 しなが ら、話 を進めて い く中で、 言い換 えが行 われ る形式 であ

る。比較 的 よ くある形 で、単語 レベ ルの 言い換 えが多 い。
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協調の原理 と日本語の 「言い換え」表現 について

例)

a.い か にこう美 しく、 さ りげな く、 そ して き、 きれ いにや るか とい

う

b.と うろ く、 とうろ く人数

c.さ さ、 ささえの し くみ

d.定 住、定住化 、 したが って

e.屋 上 って、屋 上って どうい う場所 か

f.も っ、 す まっ一、 もうす さま じい、だか ら、 だろ うと思 うけ ど

g.人 間 、 一人の人間 と して、 自分をた よるな。 そ うい うふ うなんで

h.短 い間に、比較的短 い間 に多 くの種が滅ぼ されて しまったてい う

過去の恐竜の時代 な どには

i.卜 分それが ト分 アピー ル しきれてな い部分 はあ るか と思 い ます。

a.で は、 元の発話が 「き」 とい う一者 で、言 い換 えられ て 「きれ い

に」 とい う 一語 になってい る。b～dは 、語 の 一・部 を述べて 、後 に きち

ん とした語 を述べ るとい う形 になって いる。e.は 「屋上 って」 と言 い

だ し、 「屋kっ て どうい う場所か」 とい う文を構築 している。f.の 「もっ、

すまっ一、 もうすさ まじい」 は、元の発話部分が 「もっ、す まっ一」で、

言 い換 えれて 「もうす さまじい」 とい うきちん とした言 い方に変わ って

い る。9.～i.は 、 元の発話 もきちん とした語 を発 してい るが、発 話

者 が、 発話の意図 を正 確 に伝 えるために、 さらに言葉 を補 い、iは 言 い

換 えをお こない アピールす るこ との重要性 を語 ってい る。

5.2.2.類 語 を含む別表現

この種の言 い換 えは、元 の語 と言い換 えられ た語 が、 まった く異 な る

語で あった り、類語で あった り、意味が似通 った語 が来てい る ような形
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式 であ る。a.の 「この間で も」 を 「以前」 と言い換 え、b.で は、同

種の 「レジデンス」や 「ハ ウジング」 とい う類語 を用いて先進 各国では、

住居 を 与えないこ とは異例 な こ とで あ るとい うこ とを述べ ている段 だ。

c.は 屋 ヒや公園の よ うな隙間の よ うな空間の人切 さをについて語 られ

た話の中で、特殊 な空間を隙間 という表現でriい 換 えている。d.で 「社

会 に」 を 「地域 に」 とい う語で言 い換 えてい る。 この別表現 の言い換 え

では、 「つ まり」、 「とい うか」、 「あるいは」、 「とか」や 「いわゆ る」 など

の語が 「元 の部分」 と 「言 い換 え られ た部分 」の間 に入 るこ とが ある。

例)

a.こ の間 で も、以前、 ここで も うしあげ ました けどもね一
b.先 進 各 国では、 レジデンス とい うか、ハ ウジ ング とい うように

c.特 殊 な、っ ま り、隙間 だったんですね。で 、 これって、 けっこう
一 一 一 一 一 一 一 一

大 事な こと

d.社 会 に、 あ るい は、地域 にす きまが あるってい うのを、許 さな く

な って いる

e.お うち、家 か らで る前か ら、れん しゅ うして しまって
一 一 一 一 一 一 一 悟

f.メ イ クさん、床 山 さん

g.写 真て い うのはス トリーで すね、物 語性

h.自 然 を利用 す るとか、使 うとい う要素 も入 ってい るわけですね。-
i.バ ッ クア ップ として、 それ まで作っていなか ったほか の作物で す

とか、 あるいは似 た ような親戚 の種みたい な もの を取 って お くと

い うこ とによって、

j.そ の生物多様性 が今 、危険 な状態 になってい る。会議が開かれ る

わけです け ども、 その危機の状況 とい うものですね。

k.絶 滅 とい うものが起 きて いる とい うことが よ くいわれ ます。年間

でだいたい4万 種 ぐらいが滅ぼ され てい るのでは ないか といわれ
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協調の原理 と日本語の 「言い換え」表現について

てい ます。

1.ま ず、生物多様性重要性 が皆 さん にわか っていただ けていない。

(中略)わ れわれが どの ような場面でつか ってい るのか とい うこと

が ト分 に認識 して いない。

m.縁 の ドの力持 ち とい う形ですね、地道 に、貢献 は して きたんです

けども

n.具 体的 な取 り組 みは どうす るか とい うことに なる と、 先進 国 と発

展途 ヒ国 な ど、 各国でですね、温度差 、意見の隔 た りとかがで す

ね。

o.コ ンピューターには事前に歴代の プロの棋士が残 した対戦の記録、

いわ ゆる棋譜 を学 習 させてい ます。-

p.覚 えや すい といい ますか、 そのメロディーが あの うん頭か耳か心

かわか らないですけ ど、 にの こるんですね その 一節が こ うとに

か くこう(中 略)の こって こう、 う、頭 の中か らはなれ な くなるっ

てい う非常 にだか ら印象的 なんだけれ ども自然 であ る とい う、 そ

うい う不思議 な性 格を もって る と思 う

また、f～g.で は 、 さまざまな類 語を用い、言 い換 えを しなが ら、

聞 き手であ る聴取 者 と目の前 にい るアナ ウンサ ーに対 して、理解 しやす

いよ うに語 ってい る。1.は 皆 さんに 「わか って いただけていない」 を、

われわれが 「卜分に認識 して いない」 とい うよ うに構 文をか え、 言い換

えている。 ここの 「皆 さん」 は 「われわれ」 とほほ同一の意味で あ り、

私たち人類すべてを意味 し、 「私た ち人類が もっ と生物多様性 の こ とを知

らなければな らない」 とい う主張 を行 って いる。mの 「縁の下 の力持 ち

とい う形」 は 「地 道な貢献」 とい う意 味で ある。nの 「温度差」 とは、

「意見の隔た り」つ ま り、具体的 な取 り組み にな る と、各国間 には意見の
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微妙 な違 いが あ る とい うことを示 して いる。p.で は、曲が 「覚 えやす

い」 とい うこ とを、 「頭か耳か心か(中 略)に のこる」、 「印象的」 と二度

言 い換 えを行 って る。

5.2.3.具 体 化

この種 の言い換 え は、最初 に述 べた語 を、 よ り具体的な語 に言い換 え

て、 「量的 な公理」 を守 って いる表現 と言 える。a.の 「以前」 とは、 ど

れ ぐらい以前 なのか とい うことを、具体的 に述 べ、聞 き手 に分か りやす

く述 べて い る形 式で ある。b.で は、話題 の人物 が さまざまな一ヒ地 に居

を構 えた ことを、 「いろいろフランスの中」 なん だけれ ども、具体 的な場

所 として 「ノア ン」 とい う地 名 を挙 げて聞 き手に理解 されやす いよ うに

言い換 えを行 って いる。

例)

a.ぼ くは、以前、 ってい うの は、20年 ぐらい前 になるけ ど

b.小 さな町で生 まれて、 それか ら、 まあ、 ワルシ ャワに来て、 それ、

そのあ とまあ、パ リ、 い ろいろフラ ンスの中 とか、 いろいろノア

ンで あった り、
い

c。 まあ、 そ うい うことで、 うん、短 い、 あの～ う、39歳 の生涯を終,一一一一 一

えて しまうわ けで すけれ ども

d.演 出 して くれ る とい うか、 それ を心地 よ く、 シ ョパ ンを居心地 よ

く、 あの、す る環境 を作 るこ とので きる優れた能力 を もったM

e.な ん か 自分 は楽で い られ る～、状況 だけれ ども、 ほん との、真の一

楽 ではな くて、 まあ、美 しい姿 を保 ちなが ら、楽で い られ る状況

とい うの を、 う～ ん、なんか、 こうずっ と探 して いたのか なって

c.で は、 「短 い」 とい うのが、 どれ ぐらい短 いのか、具体的 に 「39歳 」
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協調の原理 と口本語の 「言い換 え」表現 について

とい う年齢 をあげ、d.の 「心地 よ く」 は、心地 よ くさせ る対象 を明確

に して いる。e.の 「楽でい られ る状況」 が、 「美 しい姿 を保 ちなが ら」

の 「楽で い られ る状況 」で あるこ とを示 してい る。

5.2.4.構 文 的変更

この形式 は元の部分 か ら4Jい 換 え後 の部 分を見 る と、構 文 その ものの

形 も変 えられてい るといった形式で ある。例 えば、b.の ように 「なる」

が 「なれ ば」 に変 え られた り、 また、d.の ように コンピュー タの中に

は、過去の棋譜 が既 に入れ られて いるのだが、 「コンピューターが学 んだ

棋譜 にはない もの」 とい う連体修飾句 で一・旦は発話 した ものの、 まった

く構 文その ものを変え、 よ り分か りや す く 「相手が過去 の棋譜 にはない

ような手をさして きた場合」 と言い換 えて いる。e.で は、 「序盤 が」 と

言い始 め、次 に 「序 盤で」 とい うふ うに、助詞 をか えて、つ ぎの 「どれ

だけ差 をつけ られ るか」 とい う疑問文の形 を言い換 え、 「ポイ ン トをあげ

られ るか」 とい うふ うに、端的 に述べ ている。 また、f.で は、 「痛 みみ

たいな もの」が 「同居 している」 と最初 に言い、 「あ る」は同 じような構

文 を とるが、次に、視 点を変 えて、 「感 じられて しまう」 とい うように言

い換 え られてい る。

例)

a.地 域 の大 きな、 多 くの

b.大 人にな る、なれ ば

c.さ まざ まな場所 を変 えて い く、変えてい くこ とに よって、6回 目

の絶滅 が起 きてい る ともいわれて ます。

d.へ え一、で もコンピューターが学んだ棋譜 にはない もの は、相 手一
が過去の棋譜にないような手をさしてきた場合は、どうすんでしょ

う。
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e.序 盤 が勝 負ですね。や は り、序 盤で どれだ け差 をつ け られ るか、

も しくは、 ポイ ン トあげ られ るかって い うのが、 そのあ と大 きい

と

f.そ こには何か、痛 みみ たいな ものが、常 にこ う同居 している とい

うか、 ある、感 じられて しま う。
....,.,

ヒ記のように構文的変更を伴っての言い換えは、他の言い換えよりも

頻度は少ないが、聴取者に対して、意識的に分か りやすい表現を取ろう

としている姿勢が見 られ る言い換えと言えよう。

6.お わ りに

談話の中の 「言い換 え」 について考察 して きたが、Griceの 協 調の原理

という人間 の コ ミュニ ケーシ ョンが円滑 に行われ るための原理が あ り、

それ に則 って、発話が展開 されて い くとい うことを、 日本語の談話 を分

析す るこ とに よ り明 らか に して きた。 日本語 の 「言い換え」表現の形式

を見 る限 り、 非常 に豊か に言 い換 えられ、聞 き手のニーズを満た してい

ると言えるのではないか と思 われ る。か な りの速 さで話が進む中で、話

し手 は縦横無尽 に言い換 え、言 い直 しを繰 り返 し、聞 き手に話 しか け、

問いか けに応 じさまざまな形で 、 よ り正確 に1屯分 な コ ミュニケーシ ョン

を図 ろう と努 力 し発話行為 を行 ってい る とい うことがで きる。談話分析

について は、 さ らに分析可能 な項 目があ り研究 してい きたい と思 うが、

コミュニケ ーシ ョンが取 りや すい談 話の方法 な ど日本 語教育に も応用 で

きる内容が含 まれてい る。
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